
令和６年度［丹後織物業の景況・動向調査］ 報告書 
 

［令和 7 年 3 月 公益財団法人 京都産業 21 北部支援センター］ 
 

(公財)京都産業 21 北部支援センターでは、丹後地域の織物業の景況・動向を把握し、関係機関等の支援施策等での 

活用を目的に、丹後織物事業者のアンケート調査と京都室町地域の流通事業者の聞き取り調査を実施しましたので、その

概要を報告します。 

また、３月に実施しました西陣織、京友禅及び丹後織物、府内和装三産地事業者によるトークセッションでの、コー

ディネーター（信用調査会社記者）による市況・現況についての発言内容を抜粋したものを末尾に掲載します。 
 

■調査対象  丹後地域内の織物事業者（委託業者） 138事業者 

■調査期間  令和 7 年 1～3月 （前回調査期間：令和 6年 1～3 月） 

■調査方法  □アンケート調査 回答者 66 事業者 回答率 48％ 

□聞き取り調査 京都市内白生地流通事業者 

■回 答 数  □所在地別 京丹後市 32(48％) 与謝野町 34(52％) 

※参  考  令和 6 年丹後ちりめん生産量 13.2 万反／前年比 90％（丹後織物工業組合データから引用） 
 

I ［事業者］集計概要 

□主 た る 生 産 品 ：白生地 35(53％) ［白生地内訳：紋 19(28％) 無地 1(2％) 襦袢 2(3％) 小物 13(20％)］ 

帯地 18(26％) 先染着尺 2(3％) 金襴・御守 4(6%) 服地 1(2％) ネクタイ 3(5％) 

カーシート 3(5%) 

 □事 業 形 態 ：内機のみ 34(52％) 内機・出機 18(27％) 出機のみ 14(21％) 

 □織 機 稼 働 状 況 ：内機稼働中 1～4 台 22(42％) 内機稼働中 5～9 台 17(33％) 他 （内機稼動中回答数 52） 

            出機稼働中 1～4 台 9(26％) 出機稼働中 5～9 台 7(21％) 他 (出機稼動中回答数 34) 

 □従 事 者 数 ：内機従事者 1～4 人 26(58％／回答数 45) 出機従事者 1～4 人 14(50％／回答数 28) 他 

 □取 引 先 ：問屋 48％ メーカー43％ 他 

II ［景況］集計概要 

※景況指数ＤＩ値：「非常に良い」「良い」と回答した企業の割合から「非常に悪い」「悪い」と回答した企業の割合を差し引いた値。 

□現 在 の 景 況 感 ：ＤＩ値は－45、前回（令和 6 年 1～3 月調査）の－45 と同様のポイントとなった。 

また、前々回（令和 5 年 1～3月調査）のＤＩ値－27 に比べ 18 ポイントの悪化となった。 

総じて、昨年と同様、コロナ禍後の改善の兆しの後、依然として厳しい状況が続いている。 

□今 後 の 見 通 し ：ＤＩ値は－64 となり、前回の－50 に比べ 14 ポイント悪化し、「やや悪い」「悪い」を合わせた 

回答が 70％（前回 61％、前々回 43％）となり先行きの不安感はなお続いている。 

□現在の採算状況 ：「黒字」から「赤字」の割合を差し引いた値は＋13となり、前回に比べ 6 ポイントの改善。 

 □生 産 ・ 受 注 量 ：「増加」から「減少」の割合を差し引いた値は−25 となり、前回に比べ 20 ポイントの悪化。 

 □今後の受注見通し ：「増加」から「減少」の割合を差し引いた値は−32 となり、前回に比べ 4 ポイントの改善。 

Ⅲ ［経営を取り巻く課題とその対策］集計概要 （回答数の多い項目・回答数抜粋） 

 □製造工程の内製状況：製織 37 糸繰り 33 経繋ぎ 24 筬通し 24 紋紙(データ)作成 13 撚糸 12 整経 12 他 

 □製 造 工 程 の 課 題：製織人材不足 16 経繋ぎ人材不足 15 整経技術継承 13 紋紙(データ)作成技術継承 13 他 

 □製造工程対策の有無：■対策有：製織 8 整経 8 経繋ぎ 7 糸繰り 6 他  

■対策無：整経 22 筬通し 22 製織 21 紋紙(データ)作成 20 糸繰り 18 経繋ぎ 17 撚糸 16 他 

 □設備維持の内製状況：織機調整 24 織り出し 18 ジャカード機修繕 15 織機修繕 14 機械拵え作成 3 他 

 □設 備 維 持 の 課 題：織機調整技術継承 22 織機修繕技術継承 21 織機修繕人材不足 19 織機調整人材不足 18 他 

 □設備維持対策の有無：■対策有：織機修繕 15 ダイレクトジャカード修繕 12 織機調整 10 ジャカード機修繕 8 他  

■対策無：織り出し 20 機拵え作成 19 織機調整 18 ジャカード機修繕 18 織機修繕 15 他 

Ⅳ ［今後必要な取組］集計概要 （回答数の多い項目・回答数抜粋） 

□製造工程・設備維持：機料品確保 23 製造工程の外注確保 22 製造工程の内製化 19 その他設備維持 6 

 □製品の企画開発  ：新製品の企画開発 20 製品種類の変更 8 最終製品の開発 8 

 □販路開拓・販売方法：新規取引先の開拓 33 直接販売 17 取引先との取組み 11 広報強化 10 インターネット販売 8 他 

Ⅴ ［事業承継］集計 

 □事業承継の予定 ：予定がある 13  予定はない 22  わからない 9 引き継ぐ先を探したい 2 



 

Ⅰ ［事業者］集計

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■代表者の年齢■ ■事業形態■ 

■事業規模 稼働中の織機台数■ 

■事業規模２ 内機従事者数■ ■事業規模３ 出機従事者数■ 

■生産品目と生産量の割合■ ■取引先と売上の割合■ 

②40～59歳

17件, 29%

③60歳以上

41件, 71%

年齢

①内機のみ

34件, 52%

②出機のみ

14件, 21%

③内機出機

18件, 27%

事業形態

①1～4台

13件, 21%

②5～9台

16件, 26%

③10～14台

11件, 18%

④15～19台

7件, 11%

⑤20台以上

15件, 24%

稼働中

台数合計

①1～4台

22件, 42%

②5～9台

17件, 33%

③10～14台

4件, 8%

④15～19台

3件, 6%

⑤20台以上

6件, 11%

稼働中

内機台数

①1～4台

9件, 26%

②5～9台

7件, 21%③10～14台

7件, 21%

④15～19台

2件, 6%

⑤20台以上

9件, 26%

稼働中

出機台数

①1～4人

26件, 58%②5～9人

9件, 20%

③10～14人

5件, 11%

④15～19人

2件, 4%

⑤20人以上

3件, 7%

内機従事者 ①1～4人

14件, 50%

②5～9人

4件, 14%

③10～14人

6件, 21%

④15～19人

1件, 4%

⑤20人以上

3件, 11%

出機従事者

①白生地・紋 28%

②白生地・無地2%

③白生地・襦袢 3%

④白生地・小物 20%

⑤帯地 26%

⑥先染着尺 3%

⑦金襴・御守 6%

⑧服地2%

⑨ネクタイ 5%
⑩カーシート 5%

主たる

生産品目
①問屋 48%

②メーカー 43%

③百貨店 3%

④小売店 1%

⑤ネット販売 2%
⑥その他 3%

主たる

取引先



Ⅱ ［景況］集計 
 

※ＤＩ値は、「良い」「やや良い」と回答した企業の割合から「やや悪い」「悪い」と回答した企業の割合を差し引いた値 

 

１ 現在の景況感 

 

DI 値※ R6 年(ポイント) 前年比較(ポイント) 

●全 体 −45 0 

白 生 地 −62 -9 

白・小物 −58 -37 

帯  地 −56 -14 

先染着尺 −100 -85 

洋  装 −57 5 
 

２ 今後の見通し 

 

DI 値 R6 年(ポイント) 前年比較(ポイント) 

●全 体 −64 −14 

白 生 地 −67 +2 

白・小物 −58 -43 

帯  地 −35 +12 

先染着尺 −100 −86 

洋  装 −73 −4 
 

３ 令和５年の採算状況 

 

黒字―赤字 R6 年(ポイント) 前年比較(ポイント) 

●全 体  +13 +6 

白 生 地 +26  +36 

白・小物 -8 -66 

帯  地  -6 -11 

先染着尺   0 0 

洋  装 +50  +41 
 

４ 令和５年の生産・受注量 

 

増加―減少 R6 年(ポイント) 前年比較(ポイント) 

●全 体  -25 -20 

白 生 地 -14 +16 

白・小物 -25 -54 

帯  地  -29  -24 

先染着尺 -50 -21 

洋  装 -10   -52 
 

５ 今後の生産受注見通し 

 

増加―減少 R6 年(ポイント) 前年比較(ポイント) 

●全 体 -32 +4 

白 生 地 -45 +2 

白・小物 -50 -29 

帯  地 -35 +29 

先染着尺 +50 +64 

洋  装  -50 -68 
 

14%

6%

3%

8%

5%

5%

14%

33%

25%

29%

24%

29%

50%

39%

42%

19%

33%

43%

50%

22%

25%

47%

35%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①良い ②やや良い ③普通 ④やや悪い ⑤悪い

6%

2%

9%

12%

8%

5%

8%

9%

29%

25%

24%

20%

36%

50%

29%

42%

24%

35%

46%

50%

24%

25%

47%

35%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①良い ②やや良い ③普通 ④やや悪い ⑤悪い

50%

24%

17%

47%

36%

50%

100%

47%

58%

32%

41%

29%

25%

21%

23%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①黒字 ②どちらでもない ③赤字

10%

6%

19%

9%

70%

50%

59%

75%

48%

57%

20%

50%

35%

25%

33%

34%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①増加 ②横ばい ③減少

50%

2%

50%

50%

65%

50%

55%

65%

50%

35%

50%

45%

33%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①増加 ②横ばい ③減少



Ⅲ ［経営を取り巻く課題とその対策］集計 
 

１（１）準備工程を含めた製造工程全般に関わる課題とその対策：内製状況 
 

自社内        外注          自社内・外注用 
 

準備工程・糸繰り 

準備工程・撚糸 

準備工程・整経 

準備工程・経繋ぎ 

準備工程・筬通し 

製織 

紋紙・紋紙データ作成 

その他 

 

１（２）準備工程を含めた製造工程全般に関わる課題とその対策：課題の種類と対策の有無 
 

人材不足     技術継承    価格高騰    課題対策有り  課題対策無し 
 

準備工程・糸繰り 

準備工程・撚糸 

準備工程・整経 

準備工程・経繋ぎ 

準備工程・筬通し 

製織 

紋紙・紋紙データ作成 

その他 

 

２（１）関連機器・関連設備に関わる課題とその対策について：内製状況 
 

自社内      外注             自社内・外注用 
 

織機調整 

織機修繕 

ジャカード機修繕 

ダイレクトジャカード修繕 

機拵え作成 

織り出し 

その他 

 

２（２）関連機器・関連設備に関わる課題とその対策について：課題の種類と対策の有無 
 

人材不足    技術継承      価格高騰  機料品不足    課題対策有り 課題対策無し 
 

織機調整 

織機修繕 

ジャカード機修繕 

ダイレクトジャカード修繕 

機拵え作成 

織り出し 

その他 

 

 

9件

8

13

12

11

12

13

2

8件

7

10

4

4

5

2

6

6件

4

8

7

3

8

4

4

18件

16

22

17

22

21

20

12

24件

14

15

2

3

18

0

18件

28

24

34

51

30

9

14件

16

11

11

0

6

1

18件

19

15

14

13

12

2

22件

21

17

15

13

14

2

6件

6

5

9
1
0

3

0

15件

18

10

10

10

14

0

10件

15

8

12

5

3

0

18件

15

18

13

19

20

4

33件

12

12

24

24

37

13

2

17件

25

41

26

28

10

30

28

4件

4

3

6

5
1
1

5

2

12件

9

13

15

10

16

6

2



３ ［今後必要と考えられる取組について］集計 
 

３（１）製造工程及び関連設備・機器の維持について 

（複数回答） 

製造工程の外注確保 

製造工程の内製化 

機料品確保 

その他機器設備維持 
 

３（２）製品の企画・開発について 

（複数回答） 

新製品の企画開発 

製品種類の変更 

最終製品の開発 
 

 

３（３）販路開拓・販売方法などについて 

（複数回答） 

取引先との取組み 

新規取引先の開拓 

直接販売 

インターネット販売 

広報強化 

他業種との連携 

その他 

 

 

Ⅴ ［事業承継］集計 
 

事業承継の予定について 
 

引き継ぐ予定がある 

引き継ぐ予定はない 

わからない 

引き継ぐ先を探したい 

 

Ⅵ 聞き取り調査概要 
 
●室町流通業者から聞き取りを行った概要は下記のとおり。 
 

●白生地問屋・染呉服製造卸業 Ａ社 

・当社で扱う白生地は、正絹：合繊の割合は６：４の比率。ちりめんは丹後産地のみ、ポリエステル生地は北陸産地から仕入れ 

ている。ポリエステル生地に関しては、レンタルや業務用として染色加工（潰し）の製造卸業を行っている。 

・売上全体として、令和６年はコロナ禍前以上に回復し、令和７年度も同様の売上を見込んでいる。 

・丹後産地については、基本的に、つくり過ぎが商品価値を下げていると感じている。 

・当社は、本当にきもの好きなユーザー向けに、糸にこだわるなど、他社にまねのできない商品を大切にしたいと考えている。 

 ・また、地域や業界できものを着る機会をつくることが大切であると考えている。 

 ・今後、高齢化によりちりめんが丹後において製造できなくことが予想されるので、以前から対策を検討しているところ。 

●白生地問屋・染呉服製造卸業 Ｂ社 

 ・生糸価格高騰などにより生地単価が約１.５倍になり、また、染め加工の値上がりなどのため、消費者の買いやすいボリューム 

ゾーンの手ごろな価格の生地が流れなくなった。 

 ・コロナ禍の後、結婚式自体が行われなくなり、また、きものを買うという消費行動から他の消費が優先されるような時代の流れ 

と見られている。 

 ・丹後ちりめんについては、特に主力の紋意匠が売れなくなった。フリーと呼ばれる一般的な柄は特にその傾向が強いと言える。 

 ・一方で、変わり三越ちりめんなど、海外を含めて織る機業が無いような商品は、今、価値があると言える。 

 ・また、市場では紬ものは売れているが、丹後ちりめんはいまだに供給過多の状況が続いているとも言える。 

●シルク専門総合商社 Ｃ社 

 ・丹後ちりめんは現在、月に約６００反程度仕入れ、約７０％はインクジェットプリントで、３０％が板場で染めている状況。 

・振袖用に輸入生地を扱っているが、令和６年は約１割減であった。 

 ・現在、市場ではきものの販売方法などの問題もあり、今まで和装需要を支えてきた高齢者が消費から離脱している状況にある。 

 ・国内産地では、今後、長浜産地、五泉産地がどのようになるかわからない厳しい状況にあるが、解決方法はあると考えている。 

20件

8

8

11件

33

17

8

10

6

6

22件

19

23

6

13件

22

9

2



 

Ⅵ 和装製品製造を取り巻く現状・市況等について 
 
●「和装製品製造業者のこれからを考えるトークセッション」における現状・市況等についての発言内容は下記のとおり。 
 

 ■実施日／会場   令和７年３月１３日（木）／丹後・知恵のものづくりパーク  

 ■コーディネーター （株）信用交換所京都本社 情報部 記者 松井敦史氏 

 ■参加事業者    西陣織事業者２名・友禅染事業者１名・丹後織物事業者２名 

 

＜以下に松井氏による発言内容を抜粋して掲載＞ 

 

２０１９年丹後の生産数量は２５万反、２０２０年のコロナ禍のわずか１年で１５万反に減少しました。そして昨年、２０２４

年は１３万２千反、コロナ禍よりも生産数量が減っています。一体、なにが起きているのか？その最たる理由は、市場できものが

売れていないからです。 

きものが売れていない理由は、「消費者のきもの離れ」「２年前頃からチェーン店を中心としたローン規制問題」「物価高」「催

事販売がますます特殊な販売になっている」などがあります。 

その結果、全国あるいは地域に多店舗展開するチェーン店が店減らしに入り、この５年間で２００店舗減少したとみられま

す。１店舗１億円として２００億円の減少になります。地方の小売専門店も店主高齢化などからも減少が進みつつあり、その結

果、商品の出口が少なくなるため、必然的に生産量の減少につながっています。京都問屋筋では、今年はさらに店舗数の減少か

ら売行きが悪化すると予測しており、春の需要時期にもかかわらず、仕入れが低調と聞いています。アイテム別では、振袖を除

いて、特にフォーマルきものの悪さが影響しており、これはコロナ禍から、洋装も含めた服装の簡略化によるものです。きもの

店の現場では、フォーマルきものが売れなくなり、おしゃれきものの重ね売りを進めるため、ますますフォーマルきものの販売

が進まない状況です。そして店舗数が減っていることで、新規のお客様が獲得できず、一枚目のきものとして勧めるフォーマル

きものがますます売れない悪循環に入っています。丹後の紋意匠、西陣の袋帯、振袖を除いて京友禅、各産地とも主力商品はい

ずれもフォーマルきものであり、全国の産地と比較しても厳しい状況にあります。 

 

（中略） 

 

今の話しを聞いていて同感しますが、従来のやり方で、従来の先に売っていても先細るのは目に見えています。きもの業界の

催事販売の在り方とか、高く売り過ぎているとか、業界内からも長年問題視されてきた部分があります。そういう販売方法とは

対極的に正しい商いをしていこうとする人たちも昔からいて、今はその人たちがネットで発信しています。ネットで発信すると

ころに新しい消費者がついていて、共に行動するメーカーや問屋が少し元気になっています。丹後の皆さん、A 社さんや B 社さん

もそういう先に繋がっていて、新たな販路、新たなお客様ができているのが持ち直している背景にあると思います。 

今、業界は 40 代、50 代に世代交代が進んでおり、全国の取材で、博多や、大島の取材させていただきましたが、次世代の経営

者は従来のきもの業界の売り方では通用しないことをわかっていて、業界内でなかなか進まなかったメーカー希望価格も進みつ

つあります。博多の一番大きな織屋では、従来のルートでは既存流通を通して催事で売っていますが、一方では似たようなオリ

ジナル商品を自社のウエブサイトで値段をだして販売しています。これは１０年前、２０年前ではほとんどみられなかったこと

です。社長に聞くと、いまでは問題にされないそうです。業界の生産流通は、少しずつ状況が変わっていて、自分たちでつくっ

た商品を自分たちで値段を出して売っていくことができるようになってきているので、何か新しいことを始めるには、オムニチ

ャネル化と言いますが、自分たちがつくった商品に正しい値段をつけていく。その正しい値段とはちゃんとつくっているひとに

対価を支払える値段であり、お客さんも買いやすい値段ということが広がっていけば、少しずつ業界が変わっていくのでは、と

個人的には考えていますし、これから世の商売の流れからもそのような方向に進むと思います。 

以上で今日のまとめにさせていただければと思います。 
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